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１１１１....はじめにはじめにはじめにはじめに    
 都市交通手段として自転車の利用促進が注目を集めている．わが国は歩道上での自転車通行を認めているが，

その適正な適用範囲については基準がなく，混在が不適切な歩道も多くみられるようになっている．本研究はこ

うした自歩道のサービスレベルの提案を目的としており，昨年スペースオキュパンシーを用いたレベルを提案し

ている１）．本稿では歩行者・自転車の存在密度に加えて，自転車の混入率，方向性が自転車歩行者の混合交通に

与える影響を分析した． 
２２２２....分析方法分析方法分析方法分析方法    
表１に示す路線において，約 20ｍの区間を 

高さ 5.4mからビデオで撮影し，自転車・歩行者 
の走行状態および回避挙動行動などを観測した． 
3.3.3.3.交通状況を表す指標交通状況を表す指標交通状況を表す指標交通状況を表す指標    
3333----1.1.1.1.歩行者換算存在密度歩行者換算存在密度歩行者換算存在密度歩行者換算存在密度    歩行者換算存在密度とは 
区間内の自転車１台を歩行者に換算して，区間面積 
あたりの歩行者数を算出したものである．既存研究２）により，自由な走行には歩行者１人が 5㎡，自転車は停止
距離の空間から 12.8㎡の占有面積されており，ここでは両者の比 2.56を自転車 1台の換算歩行者数として用い
た．したがって，歩行者換算存在密度Mは以下の式で表すことができる． 
 
 

この指標はスペースオキュパンシー指標と比例的な関係をもっているが，自転車と歩行者の占有面積ではなく相

対比のみを仮定すればよいことと，数値の意味が判りやすいことからこちらを採用することにした． 
3333----2222自転車混入率自転車混入率自転車混入率自転車混入率    ある一定の空間内に存在している“自転車数”の“自転車と歩行者の総数“に対する比率． 
3333----3333 方向率方向率方向率方向率     “観測された交通主体の総数”に対する“方向別の主体数の小さいほうの値”として，0％～50％
の値となり，50％の時，両方向に等量の流れとなる． 
4.4.4.4.自転車の速度への影響自転車の速度への影響自転車の速度への影響自転車の速度への影響    
図 1は歩行者換算存在密度と自転車速度の関係を 

5秒間の平均値で示したものである．歩行者換算存 
在密度が増加するにしたがって自転車速度が低下し， 
一定の範囲に収束する傾向が見られる．密度の低い 
状態では安全にすれ違いや追い越しといった行動を 
とることが可能なため，自転車速度は高速から低速 
まで広く分布している．密度が大きくなると速度が 
5km/時程度に収束するのは，前方の歩行者により自 
転車速度が抑制されるためであると考えられる． 
キーワード 自転車，歩行者 歩道 サービスレベル 
連絡先 〒770-0814 徳島県徳島市南常三島 2-1 TEL088-656-7578 FAX088-656-7341 

表 1 観測路線表 

図１ 自転車速度と歩行者換算存在密度

MpMc
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ScM +×= MpMc+×= 56.2 （1） 

Ｍ：歩行者換算存在密度
Ｓｃ：１２．８㎡（自転車１台の占有面積）
Ｓｐ：５㎡　　　（歩行者１人の占有面積）

Ｍｃ：区間内の自転車存在密度（台／㎡）
Ｍｐ：区間内の歩行者存在密度（人／㎡）

自転車 歩行者
東京 西大島 1.98 7：40～9：20 64 271 19
徳島 二軒屋 2.5 7：30～9：00 144 102 59
高松 番町 2 7：45～9：00 185 212 47
東京 西大島 2.7 7：30～9：00 56 107 34
徳島 一番町 3.1 7：30～8：40 61 109 36
徳島 一番町 3.1 15：55～17：00 78 88 47
徳島 かちどき橋 3.3 7：40～9：20 106 38 73
東京 日本橋 4.2 13：00～14：10 41 236 16
東京 日本橋 3.6 10：15～12：30 66 266 20
徳島 元町 4.5 16：30～18：00 176 164 52
高松 紺屋町 4.7 11：00～13：00 72 76 49
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４４４４....回避挙動の分析回避挙動の分析回避挙動の分析回避挙動の分析    
 すれ違い・追い越し時の回避行動を分類し回数をカウントした．歩行者換算存在密度と自転車混入率、方向率

と回避行動の関係を図２．３に示す．歩行者，自転車ともに歩行者換算存在密度が高くなるにつれて回避行動回

数が増加しており，歩行者換算存在密度 5人/100㎡未満ではほとんど回避行動は見られない．歩行者換算存在密
度 10人/100㎡以上の高密度では，自転車混入率が 20～40％での回避が目立って多くなっている．方向率別に見
ると，自転車は方向率が高いつまり双方向性が高まるほどに回避回数が増加の傾向を示している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５５５５....自転車速度と歩行者換算存在密度、自転車混入率、方向率の関係自転車速度と歩行者換算存在密度、自転車混入率、方向率の関係自転車速度と歩行者換算存在密度、自転車混入率、方向率の関係自転車速度と歩行者換算存在密度、自転車混入率、方向率の関係    
 歩行者換算存在密度（5人／100㎡から５きざみ）， 

自転車混入率（０，20，40，60，80％），方向率 
（０，10，20，30，40％）5段階として 125の区 
分に分類した．全区間のデータを用いて分類した 
区分ごとに 85パーセンタイル自転車速度を算出し， 
85パーセンタイル自転車速度を従属変数，歩行者換算存在密度・自転車混入率・方向率を独立変数として重回帰
分析を行った．その結果を表 2に示す．混入率については，自転車と歩行者の占有空間量が同程度となる 70％付
近で最低速度となる傾向がみられるため 70％からの偏差を説明変数としている．おおよそ３つの変数で説明でき
ることがわかる． 
6.6.6.6.結論結論結論結論    
 以上の結果と，被験者の危険感知状況，危険感，不快感などを用いて分析を進め，混合交通状況のサービスレ

ベルを提案した．詳細は講演時に示す． 
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表 2 回帰分析によるパラメータ推定値 
係数 標準誤差 有意確立 ｔ値

定数 15.9390 0.3459 0.0000 46.0815
歩行者換算存在密度 -0.2570 0.0165 0.0000 -15.5201

絶対値（自転車混入率-70） -0.0077 0.0055 0.1586 1.4190
方向率 -0.0144 0.0080 0.0762 -1.7897
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図 2 歩行者の回避挙動回数 
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図 3 自転車の回避挙動回数 
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